
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

7 .8

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異

　
　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅

氏

�

（
脳
力
開
発
研
究
所
）

脳
波
の
α
波
は
8
～
12

Hz
と
幅
が
広

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
10

Hz
を
中

心
と
し
た
ミ
ッ
ド
α
波
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
集
中
状
態
と
し
て
着
目
し
、
ス
ポ

ー
ツ
や
創
作
活
動
、
学
習
や
仕
事
に
活

用
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
E
S
P
や
P
K
な
ど
科
学

に
馴
染
ま
な
い
現
象
は
8



Hz
の
ス
ロ
ー

α
波
が
主
体
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

よ
り
詳
細
に
調
べ
る
と
7 .8

Hz
で
あ
り
、

シ
ュ
ー
マ
ン
共
鳴
と
同
期
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
す
。

具
体
的
に
は
タ
イ
の
洞
窟
で
物
質
化

現
象
を
起
こ
す
司
祭
の
ア
チ
ャ
ン
が
マ

ン
ト
ラ
瞑
想
を
し
て
い
る
と
き
は
左
右

の
脳
波
が
7 .8

Hz
で
12
秒
間
も
コ
ヒ
ー
レ

ン
ト
状
態
に
な
り
、
少
林
寺
気
功
法
最

高
師
範
の
秦
西
平
氏
が
気
功
治
療
し
て

い
る
と
き
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
脳
波
が

7 .8

Hz
で
4
～
6
秒
間
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
状

態
に
な
り
ま
す
。

自
動
書
記
や
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
、
ヒ
ー

リ
ン
グ
や
催
眠
療
法
な
ど
科
学
に
馴
染

ま
な
い
現
象
が
、
バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
プ

ラ
ズ
マ
振
動
7 .8

Hz
に
よ
る
、
空
間
の
揺

ら
ぎ
と
の
共
鳴
に
関
わ
り
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
、
い
く
つ
か
の
具
体

例
を
紹
介
し
て
、
皆
様
と
論
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の

分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
タ
イ
の
洞
窟
で
の

物
質
化
現
象
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

2
月
本
部
例
会
に
お
け
る
ス
ワ
ミ
氏
の

御
講
演
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
志

賀
氏
は
複
数
回
参
加
さ
れ
、
司
祭
の
脳

波
測
定
も
さ
れ
、
分
析
の
詳
し
い
解
説

も
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
会
員
の
皆
様
は

ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年
東
京
生
ま
れ
。
1
9
6
1

年
電
気
通
信
大
学
卒
業
、
松
下
電
器
産

業
入
社
、
東
京
大
学
物
性
研
究
所
に
て

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
御
寄
付
の
お
願
い

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
十
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
定
例
会
予
告

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
九
月
定
例
会
予
告

★
創
立
40
周
年
記
念
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
第
5
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

　

分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
六
月
通
常
総
会
報
告

◎
平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
四
〇
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
〇
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
秋
の
大
会

◎
オ
ー
ブ
出
現
の
素
粒
子
的
な
ら
び
に

　

変
性
意
識
的
な
状
況

◎
米
ツ
ブ
療
法
と
健
康
法

半
導
体
物
性
を
研
究
。
1
9
6
5
年

松
下
技
研
に
て
半
導
体
集
積
回
路
、
L 

S
I
の
開
発
。
1
9
7
6
年
松
下
技

研
主
任
研
究
員
、
東
京
大
学
工
学
部
研

究
員
を
兼
務
し
ア
ル
フ
ァ
脳
波
の
研
究
。

1
9
8
3
年
松
下
技
研
を
退
社
、
株
式

会
社
脳
力
開
発
研
究
所
を
設
立

東
海
大

学
講
師
を
兼
務
。
1
9
9
8
年
徳
島
大

学
工
学
部
講
師
、
日
本
理
科
学
検
定
協

������������������������������������������������������������
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�
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�
�

�

�
�
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会
理
事
長
、
日
本
数
学
検
定
協
会
理
事
。

現
在
（
株
）
脳
力
開
発
研
究
所
相
談
役
、

日
本
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
会

員
、
日
本
医
療
催
眠
学
会
顧
問
、
日
本

サ
イ
科
学
会
理
事

日
時　

平
成
28
年
9
月
10
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　



J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
五
万
円
也　
　
　
　

匿　

名　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

御
寄
付
の
お
願
い

日
本
サ
イ
科
学
会
は
主
と
し
て
会
員

の
皆
様
か
ら
の
会
費
で
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
御
寄
付
に

も
大
変
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
会
を
支
え
る
お
気
持

ち
と
し
て
、
金
額
は
任
意
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
郵
便
局
に
あ
る
郵
便
振
替
用

紙
に
、

番
号
0
0
1
0
0
・
2
・
1
5
3
4
4

加
入
者
名　

日
本
サ
イ
科
学
会

通
信
欄
に
「
一
般
の
御
寄
付
」
と
し
て

お
振
り
込
み
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

占
星
術
か
ら
観
た
日
本
と
世
界
の

こ
れ
か
ら
の
一
年

　
　
　
　

講
師　

伊
藤　

一
夫
氏

�

（
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
）

日
時　

平
成
28
年
9
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

炭
が
夢
の
大
地
を
蘇
ら
せ
地
球
を

救
う

　
　
　
　

講
師　

岩
熊　

裕
明

氏

日
時　

平
成
28
年
10
月
15
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円　

一
般
三
千
円

　
　
　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
28
年
9
月
10
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

私
の
世
界

　
　
　
　

講
師　

藤
本　

満
正

氏

日
時　

平
成
28
年
9
月
11
日（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

伊
勢
宮
神
社
内
楠
照
殿

　
　
　

長
崎
市
伊
勢
町
2
・
14

　
（
0
9
5
・
8
2
3
・
2
6
6
5
）

交
通　

諏
訪
神
社
前
徒
歩
5
分

会
費　

二
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎



●❸ ●

★日本サイ科学会　創立40周年記念大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2016年10月16日（日）10 :00～16 :50
（会場）　北とぴあ7階第2研修室
（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り
　　　　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000　 一般　¥3,000　 学生　¥1,000
  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
 9 : 30  開場
10 :00～10 :10 開会のご挨拶　阿久津 淳 大会委員長

◎会員の研究発表（6名）（20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35 小林 泰樹「オリンピックメダリストの生誕時惑星配置の解析」
10 :35～11 :00 小澤 佳彦「タイの洞窟における物質化現象『天の扉開き』について」
11 :00～11 :25 浪平 博人「 図形の形成する場と共時性について」
11 :25～11 :50 橋本 和哉「宇宙霊憑依と宇宙から届く支配エネルギー」
11 :50～12 :40 　昼休み
12 :40～13 :05 山根　 真「新宇宙論・量子論Ⅱ－ブラック・ホールを求めて－」
13 :05～13 :30 田中 義久「 10次元の乗り物UFOを造ってみたい」
13 :30～13 :50  琴人　飛田 立史　古琴（七絃琴）演奏　－琴曲「流水」　遥かなる宇

宙の」果てへ－　※惑星探査機ボイジャー（1977－）に搭載された「地
球の音」所収の一曲。管平湖（1897－1967）再伝の弟子が演奏します。

◎シンポジウム　テーマ「地球外知的生命：UFOと宇宙人（宇宙人サミット）」
13 :50～13 :55 大会委員長　阿久津 淳
13 :55～14 :40 基調講演　Ariyana「光のあがない（Light Atonement）」
14 :40～14 :45 　休憩
14 :45～16 :00 パネラー5名の発表（1人15分）氏名とタイトルは下記
16 :00～16 :40 パネルディスカッション「地球外知的生命と地球人」
　　司会進行　竹本 良
　　パネリスト
　　　和場 まさみ（作家）「私の宇宙人遭遇」
　　　上部 一馬（作家）「日本を守るUFO艦隊」
　　　小池 了・水月 千歳ユニット「宇宙人からのメッセージ」
　　　根本 泰行（オフィス・マサル・エモト代表）／グレッグ・サリバン（JCETⅠ 代表）
　　　　　　　　「＜水への祈りのセレモニー＞のときに現れた宇宙船について」
　　　申彦（工学博士）「ETの存在と人間思考の革新」
　　（資料）アインシュタイン・オッペンハイマー草稿
　　　　　EU議長　ジャン・クロード・ユンケル発言
16 :40～16 :45 優秀研究賞　表彰式　浪平 博人 会長
16 :45～16 :50 閉会のご挨拶　阿久津 淳 大会委員長
17 :30～19 :30 懇親会（希望者：当日受付け）



第
5
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
28
年
11
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

講
師
等
詳
細
は
、
近
日
中
に
日
本
サ
イ

科
学
会
公
式
サ
イ
ト
に
、
掲
載
さ
れ
ま

す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

浪
平　

博
人

◎
平
成
27
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
平
成
28
年
5
月
末
現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名　
　
　

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

4
名　
　
　

　
　

正
会
員　
　
　

1
8
3
名　
　
　

　
　

学
生
会
員　
　
　
　

24
名　
　
　

　
　

準
会
員　
　
　
　
　

57
名　
　
　

　
　

合
計　
　
　
　

2
6
9
名　
　
　

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会（
敬
称
略
）

本
部
は
10
月
の「
第
25
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
15
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会

平
成
27
年

4
月
11
日
（
土
）

根
本

泰
行
「『
水
か

ら
の
伝
言
』と『
新
し
い
水
の
科
学
』」

5
月
9
日（
土
）水
華

「

君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
」

上
部

一
馬

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

6
月
7
日（
日
）末
武

信
宏

「
先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&

超
人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

7
月
11
日（
土
）飛
沢

誠
一

「

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

9
月
12
日
（
土
）
山
田
欽
子
「
あ
な
た

の
人
生
が
楽
し
く
な
る
イ
ン
ド
占
星
術
」

10
月
11
日
（
日
）
第
25
回
全
国
大
会　

　

テ
ー
マ「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

11
月
14
日（
土
）坪
井

香
譲

「

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点
『
直
立

二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

12
月
12
日（
土
）忘
年
会
も
兼
ね
た

　

会
員
の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
28
年

1
月
9
日（
土
）佐
々
木

茂
美
、

　

佐
藤

禎
花
、
苗

鉄
軍

　
「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

2
月
13
日（
土
）正
木

晃

　
「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

2
0
1
5
年

7
月
26
日（
日
）第
25
回「
第
9
回

　

U
F
O
&
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
26
日（
土
）第
26
回

　
「
第
3
回
異
能
科
学
会
議
」

2
0
1
6
年

3
月
27
日（
日
）第
27
回「
第
8
回

　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

2
0
1
5
年

4
月
26
日
（
日
）
第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

　

ア
ル
研
究
分
科
会

11
月
1
日
（
日
）
第
3
回
ス
ピ
リ
チ
ュ

　

ア
ル
研
究
分
科
会

3
．
総
会　

平
成
27
年
6
月
7
日

　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

　

平
成
27
年
6
月
7
日

　

北
と
ぴ
あ
7
0
1
会
議
室
で
開
催

5
．
本
部
理
事
会
（
第
1
9
2
回
～
第

　

1
9
9
回
）を
4
月
、
5
月
、
7
月
、

　

9
月
、
11
月
、
12
月
、
1
月
、
2
月

　

と
8
回
開
催
し
た
。

6
．
出
版
物　
「
サ
イ
科
学
」
第
37
巻

　

第
1
号
を
発
行
し
た
。　
　

　
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
2
1
号

　

か
ら
第
4
2
6
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
平
成
28
年
度
本
部
事
業
計
画

・

10
月
16
日（
日
）に
創
立
40
周
年
記
念

大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
地
球

外
知
的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙
人
―

宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
―
」）を
開
催
す
る
。

・

月
例
会
を
7
回（
4
、
5
、
6
、
7
、

9
、
12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回

　
（
7
、
12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を

　

2
回（
4
、
11
月
）開
催
す
る
。

・
本
部
理
事
会
、
全
国
理
事
会
評
議
員

　

会
を
開
催
す
る
。

・
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科
学

　

遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

● ❹●



・
刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

　

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・
会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

　

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・
体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

　

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・
雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

　

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

　

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・
理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

　

評
議
員
を
増
や
す
。

・
謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

　

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

　

示
発
表
す
る
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会



東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

佐
佐
木　

康
二

◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
27
年

4
月
11
日　

第
2
0
0
回
研
究
会
総
会

＊
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
平
成
27
年

　

度
事
業
計
画

＊
「
磁
場
×
重
力
場
を
測
定
し
て
霊
能

　

・
金
運
を
上
げ
る
」

佐
佐
木
康
二

5
月
30
日　

実
験
会（（
一
財
）
福
来
心

　

理
学
研
究
所
と
共
催
）「
透
視
と
念
写

　

の
実
験
会　

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
下
げ

　

る
方
法
を
用
い
て
」佐
佐
木
康
二

6
月
13
日　

第
2
0
1
回
研
究
会

＊
「
い
わ
ゆ
る
U
F
O
と
そ
の
目
撃
地

　

点
の
御
利
益
」佐
佐
木
康
二

8
月
8
日　

第
2
0
2
回
研
究
会

＊
「
我
に
な
る
前
の
存
在
に
ま
か
せ
れ

　

ば
得
ら
れ
る
」佐
佐
木
康
二

10
月
10
日　

第
2
0
3
回
研
究
会

＊「
霊
能
力（
サ
イ
能
力
）は
ス
カ
ラ
ー

　

波
源
か
ら
来
る　

ス
カ
ラ
ー
波
五
感
、

　

ス
カ
ラ
ー
波
意
識
」佐
佐
木
康
二

12
月
12
日　

第
2
0
4
回
研
究
会

＊
「
美
徳
が
も
た
ら
す
霊
能
と
金
運
」

　

佐
佐
木
康
二　
　
　
　
　

平
成
28
年

2
月
13
日　

第
2
0
5
回
研
究
会

＊
「
上
位
ス
ピ
リ
ッ
ト
か
ら
正
し
い
情

　

報
を
受
信
す
る
」佐
佐
木
康
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

　

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

　

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

　

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成

　

果
を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知

　

識
を
持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の

　

著
名
人
の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て

　

は
準
備
せ
ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に

　

考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄
録
」

　

の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

　

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
―
「
ス
カ
ラ

　

ー
波
カ
メ
ラ
」
等
の
開
発
、
気
・
意

　

識
の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」
写

　

真
・「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検

　

証（
福
来
心
理
学
研
究
所
と
の
共
同

　

研
究
）、
意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の

　

目
覚
め
、
地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘

　

数
の
科
学
性
の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
研
究
、
過
去
世
・

　

霊
性
・
霊
能
の
研
究
、
食
と
サ
イ
能

　

力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催



「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
5
月
、

　

8
月
に
実
験
会
を
開
催
す
る
（
福
来

　

心
理
学
研
究
所
と
共
催
）

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

　

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

　

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資

　

料
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理



中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　



眞
野　

博
英



◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
27
年
9
月
12
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院　

待
合
室

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
28
年
3
月
12
日（
土
）

会
場　

博
愛
癒
院　

待
合
室

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

平
成
28
年
9
月
10
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院　

待
合
室

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

平
成
29
年
3
月
11
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒
院　

待
合
室



北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

佐
藤　

禎
花

◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
27
年
5
月
24
日（
日
）

　
「
外
惑
星
（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥

●❺ ●



　

王
星
）
が
与
え
る
個
人
の
運
勢
の
大

　

き
な
波
と
世
界
の
動
向
』瀬
尾

泰
範

　
（
才
能
開
発
研
究
所
代
表
、
占
星
学
研

　

究
家
）

平
成
27
年
9
月
6
日（
日
）

　
「『
水
か
ら
の
伝
言
』
と
『
新
し
い
水

　

の
科
学
』」
根
本
泰
行
（
I
H
M
総

　

合
研
究
所

所
長
）

平
成
28
年
3
月
27
日（
日
）

　
「
水
の
は
な
し　

～
水
と
若
さ
と
健

　

康
と
～
」
久
保
田

昌
治
（
理
学
博
士

　

・
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

　

9
月
、
11
月
、
3
月
予
定
。（
内
容
、

　

詳
細
は
未
定
・
計
画
中
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

河
野　

明
夫

◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

　

平
成
27
年
度
は
8
月
12
月
を
除
き
、

27
年
4
月（
第
3
9
7
回
）
か
ら
28
年

3
月（
第
4
0
6
回
）の
10
回
開
催
し
た
。

参
加
者
は
合
計
3
3
7
名
で
あ
っ
た
。

研
究
集
会

平
成
27
年

4
月
18
日　

亀
井

澄
夫「
妖
怪
っ
て

　

何
?　

妖
怪
講
座
一
日
入
門
」

5
月
16
日　

宮
崎

貞
行

　
「
チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
コ
ト
タ
マ
パ
ワ

　

ー　

―
体
感
セ
ミ
ナ
―
」

6
月
20
日　

小
牧

昭
一
郎

　
「
意
識
に
よ
る
鉱
石
の
成
長
・
サ
イ

　

を
め
ぐ
る
よ
も
や
ま
話
」

7
月
18
日　

梶
原

和
義「
永
遠
の
生
命

　
（
死
は
真
っ
赤
な
嘘
）」

9
月
19
日　

ス
ワ
ミ
「
物
質
化
現
象　

　

無
か
ら
有
は
生
じ
る
」

10
月
17
日　

中
島

敏
樹

　
「
水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」

11
月
21
日　

中
野

瑞
樹
「
E
G
O
か

ら
E
C
O
へ

フ
ル
ー
ツ
2
0
0
0

日
物
語
」

平
成
28
年

1
月
16
日　

森
川
薫

　
「
地
震
予
知
・
20
年
間
の
検
証
」

2
月
20
日　

佐
田
弘
幸「
運
の
良
い
人
、

　

悪
い
人
そ
れ
ぞ
れ
の
潜
在
意
識
は
ど

　

う
な
っ
て
い
る
の
か
」

3
月
19
日　

畑
田

天
真
如「
命
を
つ
な

　

ぐ　

―
日
本
の
太
古
の
智
恵
が
地
球

　

を
救
う
―
」

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

　

平
成
28
年
度
は
下
表
の
よ
う
に
8
月

12
月
を
除
き
、
28
年
4
月
（
第
4
0
7

回
）
か
ら
29
年
3
月
（
第
4
1
6
回
）

の
10
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
28
年

4
月
16
日　

上
森

三
郎「
秘
密

　

N
I
P
P
O
N
の
超
建
国
裏
返
史
」

5
月
21
日　

坂
井

洋
一「
本
居
宣
長
の

　
『
古
事
記
』解
釈
は
誤
っ
て
い
た
!

」

6
月
18
日　

和
田

高
幸「
ダ
ウ
ジ
ン
グ

　

の
す
べ
て　

科
学
時
代
の
活
用
術
」

7
月
16
日　

梶
原

和
義「
死
ぬ
べ
き
人

　

間
か
ら
死
な
な
い
人
間
へ
」

9
、
10
、
11
、
1
、
2
、
3
月
予
定　

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　

会
長　

森
安　

政
仁

◎
平
成
27
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

　

研
究
集
会
を
4
回
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
27
年

4
月
12
日（
日
）橋
本

和
哉

「
医
師
が
語
る
見
え
な
い
世
界
」

6
月
14
日（
日
）森
安

政
仁

「
心
の
調
和
に
つ
い
て
③
」

7
月
5
日（
日
）森
安

政
仁

　

研
究
集
会

9
月
13
日（
日
）森
安

政
仁

　

研
究
集
会

◎
平
成
28
年
度
事
業
計
画

平
成
28
年
度
は
、
下
記
の
よ
う
に
3
回

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年

4
月
10
日　

参
加
者
の
皆
様
と
勉
強
会

9
月
11
日　

参
加
者
の
皆
様
と
勉
強
会

平
成
29
年

1
月
29
日　

新
年
会
予
定

●
平
成
27
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川

次
郎

名
誉
会
長　

佐
々
木

茂
美

会
長　
　
　

浪
平

博
人

理
事
長　
　

久
保
田

昌
治
＊

副
理
事
長　

小
林

信
正
＊

顧
問　
　
　

品
川

次
郎
＊

　
　
　
　
　

西
條

一
止
＊

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
々
木

康
二
＊

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野

博
英
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤

禎
花
＊

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

河
野

明
夫
＊

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

森
安

政
仁
＊
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理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津

淳
＊
、
大
木

高
伸
＊
、

　

大
谷
宗
司
、
金
子

輝
夫

　

小
林
泰
樹
、
小
林

正
典
＊
、

　

小
牧

昭
一
郎
＊
、
志
賀

一
雅
、

　

志
村

則
夫
＊
、
徳
永

康
夫
、

　

中
島

敏
樹
、
鯰
江
勇
、

　

本
間

修
二
＊
、
前
田
知
則
＊
、

　

苗

鉄
軍
、
渡
辺

宙
明
、

（
新
理
事
）橋
本

和
哉
＊

幹
事

飯
見

勇
＊
、
石
川

允
朗
、

　

小
久
保

孝
行
、
吉
田

一
美
＊

評
議
員

　

薄
葉

達
夫
、
占
部

浩
一
＊
、

　

瓜
生

昌
代
司
、
大
西

章
、

　

奥
村

八
郎
、
加
納

愛
信
＊
、　　

　

鴨
川

裕
司
、
小
林

隆
文
、

　

佐
藤

ひ
ろ
子
、
杉
立

繁
＊
、

　

高
橋

至
誠
、
谷
口

五
月
、

　

飛
田

洋
子
＊
、
三
浦

良
江
、

　

屋
敷

益
男
＊

監
事　

和
田

守
央

（
1
）本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

　

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

　

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2
）常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

　

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

　

示
す
。

（
3
）常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

　

己
申
告
に
よ
る
。

◎
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

　

基
幹
論
文
賞

千
葉
県　

小
久
保

秀
之

殿　

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総
会

の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に
対

し
基
幹
論
文
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意
を

表
し
ま
す

　

平
成
28
年
6
月
26
日

　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平

博
人

研
究
活
動
「
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た

b
i
o

－

P
K
の
高
感
度
測
定
系
の

開
発
と
定
量
的
研
究
」　

P
K
現
象
の

科
学
的
客
観
的
測
定
と
定
量
的
研
究
に

貢
献
し
た

　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

基
幹
論
文
賞

埼
玉
県　

中
島

敏
樹

殿　

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総
会

の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に
対

し
基
幹
論
文
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意
を

表
し
ま
す

　

平
成
28
年
6
月
26
日

　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平

博
人

研
究
活
動
「
水
と
珪
素
と
気
の
コ
ロ
イ

ダ
ル
電
荷
作
用
の
研
究
」　

水
の
生
命

場
の
作
用
は
イ
オ
ン
力
よ
り
、
む
し
ろ

電
荷
力
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
析

考
察
し
た

　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

功
労
賞

　
　

飛
田

洋
子

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員
（
日

本
サ
イ
科
学
会
評
議
員
）
と
し
て　

永

年
に
わ
た
り　

研
究
と
啓
蒙
活
動
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た　

本
学
会
の
輝
か
し

い
発
展
は
あ
な
た
の
ご
努
力
に
お
う
所

が
大
で
あ
り
ま
す　

よ
っ
て
日
本
サ
イ

科
学
会
功
労
賞
を
贈
り
表
彰
し
感
謝
致

し
ま
す

　

平
成
28
年
6
月
26
日

　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平

博
人

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

［
平
成
27
年
度
決
算
報
告
］
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［
平
成
28
年
度
予
算
］

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

「
水
か
ら
の
伝
言
」と「
新
し
い

水
の
科
学
」

　
　
　

講
師　

根
本　

泰
行

氏

今
日
は
前
半
で
I
H
M
総
合
研
究
所

の
江
本
勝

前
所
長
の「
水
か
ら
の
伝
言
」

の
概
要
と
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
ジ
ェ
ラ

ル
ド
・
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
第
4
の
水
の

層
の
発
見
に
つ
い
て
お
話
し
し
、
後
半

で
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ン
ベ
リ
ス
ト
博
士

の
研
究
の
お
話
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
学
者
リ
ュ
ッ
ク
・
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
博

士
の
研
究
の
お
話
で
終
わ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
達
は
よ
く
、「
水
の
記
憶
」
と
か

「
水
の
情
報
記
憶
」
と
い
う
言
葉
を
使
い

ま
す
が
、
ベ
ン
ベ
リ
ス
ト
博
士
は「
水

の
情
報
記
憶
」よ
り
も
「
水
の
伝
達
」が

大
事
だ
と
書
い
て
お
り
ま
す
。

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
は
気
功
師
や
ヒ
ー
ラ

ー
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
体

の
中
の
水
に
作
用
す
る
の
で
は
な
い
か

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ポ
ラ
ッ
ク
博

士
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

体
重
の
6
～
7
割
が
水
で
す
が
、
実
は

水
分
子
は
小
さ
い
の
で
、
体
全
体
の
分

子
の
個
数
で
言
い
ま
す
と
、
99
%
が
水

分
子
な
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
99
%

の
水
分
子
を
無
視
し
て
、
残
り
の
1
%

で
生
命
が
分
か
る
か
?
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

株
式
会
社
I
H
M
の
故
江
本
勝
会
長

は
、
残
念
な
が
ら
2
0
1
4
年
10
月
17

日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

私
達
ス
タ
ッ
フ
は
手
分
け
し
て
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
引
き
継
い
で
、
世
界
中
で

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
て
お
り
ま
す
。

江
本
会
長
の
業
績
と
し
ま
し
て
は
、

（
1
）「
波
動
水
」
を
用
い
た
「
波
動
カ

　

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

（
2
）「
水
の
結
晶
写
真
撮
影
法
」
と
著

　

書「
水
か
ら
の
伝
言
」

の
2
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
水
が
情
報

を
記
憶
・
伝
達
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
ま
す
。

（
1
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
1
9
8
8

年
～
1
9
9
0
年
代
に
、
米
国
か
ら
初

め
て
輸
入
し
、
販
売
し
た
M
R
A（
共

鳴
磁
場
分
析
器
）
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
を
測
定
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る
と

分
か
っ
た
と
き
に
は
、
免
疫
力
を
高
め

る
よ
う
な
情
報
を
M
R
A
で
水
に
転
写

し
て
、
そ
の
水
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
飲

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
M
R
A

で
波
動
測
定
し
て
、
そ
こ
が
改
善
さ
れ

た
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。

新
し
い
波
動
測
定
器
は
、
急
病
等
で

事
務
所
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
来
ら
れ
な

い
と
き
に
、
通
常
手
を
の
せ
て
測
定
す

る
セ
ン
サ
ー
部
に
ご
本
人
の
写
真
を
載

せ
て
も
、
波
動
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
、
経
験
的
に
分
か
り
ま
し
た
。

写
真
す
ら
も
手
に
入
ら
な
い
と
き
に
は
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
名
前
を
書
い
た
紙
を

載
せ
て
も
、
波
動
測
定
で
き
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

80
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
、
波

動
ブ
ー
ム
が
来
ま
し
て
、
江
本
会
長
も

10
冊
以
上
の
著
書
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
1
9
9
5
年
の
オ
ー
ム
真
理
教
事

件
等
が
あ
り
ま
し
て
、
波
動
ブ
ー
ム
も

怪
し
げ
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ブ
ー
ム
も
下
火
に
な
り
ま
し
た
。

江
本
会
長
は
波
動
測
定
の
中
で
、
水

に
必
要
な
情
報
を
転
写
し
て
、
飲
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
一
般
の
人
々
は
水
は
透
明

で
そ
う
い
う
も
の
が
目
に
見
え
な
い
の

で
、「
本
当
に
そ
う
い
う
情
報
が
入
っ
て

い
る
の
?
」
と
い
う
よ
う
に
、
と
き
に

は
疑
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
江
本
会
長
は
見
え
な
い
も
の

を
見
る
た
め
の
方
法
を
探
し
続
け
ま
し

た
。
そ
う
い
う
時
期
に
、
雪
の
研
究
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
北
海
道
大
学
理
学

部
の
中
谷
宇
吉
郎
教
授
の
「
雪
は
天
か

ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」
と
い
う
言

葉
に
江
本
会
長
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
て
、
水
の
結
晶
写
真
を
撮
影

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

中
谷
教
授
の
言
葉
は
、
一
個
一
個
の

雪
が
天
か
ら
落
ち
て
き
て
も
、
地
上
で

見
る
形
が
す
べ
て
違
う
の
は
、
一
個
一

個
の
雪
の
結
晶
が
た
ど
っ
て
き
た
経
歴

が
違
う
か
ら
、
す
な
わ
ち
様
々
な
温
度

や
湿
度
の
環
境
の
違
い
に
よ
っ
て
形
の

違
い
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
雪
の
結
晶
の
形
を

見
れ
ば
、
そ
の
雪
の
切
片
が
ど
う
い
う

環
境
を
経
て
き
た
か
が
分
か
る
と
い
う

● ❽●



こ
と
に
な
り
ま
す
。

江
本
会
長
は
、
透
明
な
水
で
あ
っ
て

も
雪
と
同
じ
よ
う
に
凍
ら
せ
て
、
雪
の

結
晶
の
よ
う
な
形
が
観
察
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
水
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報
が
違

え
ば
出
来
て
く
る
結
晶
の
形
も
違
う
の

で
は
な
い
か
、
考
え
ま
し
た
。

当
時
の
I
H
M
の
研
究
員
に
、
実
験

と
し
て
、
調
べ
た
い
水
を
50
枚
位
の
小

さ
い
シ
ャ
ー
レ
に
水
を
一
滴
ず
つ
落
と

し
て
、
そ
れ
ら
を
冷
凍
庫
で
一
緒
に
凍

ら
せ
、
低
温
室
で
顕
微
鏡
で
観
察
、
写

真
撮
影
さ
せ
ま
し
た
。
1
9
9
9
年
ま

で
の
五
年
間
で
撮
っ
た
水
の
結
晶
写
真

を
ま
と
め
て
写
真
集
に
し
た
の
が
、「
水

か
ら
の
伝
言
」で
す
。

※
こ
の
あ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
水
の
結
晶

写
真
が
紹
介
さ
れ
る
。

世
界
や
日
本
の
大
都
市
の
水
道
水

（
あ
ま
り
結
晶
が
出
来
な
い
）
や
、
山

等
の
自
然
水（
き
れ
い
な
結
晶
が
出
来

る
）、
さ
ら
に
き
れ
い
な
音
楽
を
聞
か
せ

る
、
あ
る
い
は「
い
る
か
の
写
真
」の
上

で
の
凍
結
、「
あ
り
が
と
う
」や「
愛

感

謝
」
の
文
字
が
書
い
た
瓶
に
入
れ
た
水

の
凍
結（
→
そ
れ
ぞ
れ
き
れ
い
な
結
晶

が
出
来
る
）、「
ば
か
や
ろ
う
」
の
文
字

書
い
た
瓶
に
入
れ
た
水
の
凍
結（
→
結

晶
が
出
来
な
い
）

「
水
か
ら
の
伝
言
」の
概
要

・

良
い
水
は
美
し
い
結
晶
を
作
り
、
悪

い
水
は
ま
っ
た
く
結
晶
を
作
ら
な
い

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

・

水
は
、
音
楽
や
イ
メ
ー
ジ
や
言
葉
や
、

祈
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
変
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

・

水
は
、「
愛

感
謝
」
の
波
動
を
最
も

好
む
よ
う
で
あ
る
。

江
本
会
長
は
自
分
は
科
学
者
で
は
な

い
し
、「
水
か
ら
の
伝
言
」
は
科
学
的
な

本
で
は
な
い
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
一

つ
の
考
え
方
で
あ
り
、
ア
ー
ト
や
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
と
し
て
、
自
分
は
こ
の
本
を

世
に
出
し
た
の
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

で
す
が
、「
水
か
ら
の
伝
言
」
は
世
界

的
に
広
ま
っ
て
、
水
に
は
そ
う
い
う
可

能
性
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
一

般
の
方
々
も
広
く
理
解
し
、
考
え
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
・
生
物
工
学
科
教
授

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
第
四

の
水
の
相
の
発
見

水
が
凍
る
時
、液
体
の
水
は
必
ず「
第

四
の
水
の
相
」
を
通
っ
て
氷
に
な
る
と
、

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
は
言
っ
て
い
ま
す
。

気
体
→
液
体
→
第
四
の
水
の
相
→
固
体

氷
が
溶
け
る
時
も
同
じ
で
、
第
四
の

水
の
相
を
通
っ
て
、
液
体
に
な
り
ま
す
。

第
四
の
水
の
相
の
状
態
は
液
体
で
、
特

殊
な
性
質
を
も
っ
た
液
体
と
な
り
ま
す
。

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
は
著
書
で
、
雲
が
出

来
る
と
き
や
雨
が
水
滴
に
な
っ
て
落
ち

る
と
き
な
ど
自
然
現
象
も
、
第
四
の
水

の
相
の
理
解
な
し
に
は
説
明
で
き
な
い

と
書
い
て
お
り
ま
す
。

水
滴
が
水
面
に
落
ち
る
と
き
、
一
瞬

に
し
て
融
合
し
な
い
で
、
数
秒
間
水
滴

の
形
を
保
ち
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
表

面
張
力
で
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
数
個

の
分
子
の
表
面
張
力
の
膜
で
は
説
明
で

き
ま
せ
ん
。
南
米
で
水
面
を
沈
ま
な
い

で
、
走
っ
て
行
け
る
ト
カ
ゲ
が
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
数
個
の
分
子
の
表
面
張

力
で
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

一
円
玉
が
水
面
に
浮
か
ぶ
の
も
、
本

当
は
表
面
張
力
で
は
説
明
で
き
な
い
の

で
す
。
少
し
離
し
た
2
つ
の
ビ
ー
カ
ー

に
入
っ
た
水
に
、
高
電
圧
を
か
け
る
と

「
水
の
橋
」
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
も

第
四
の
水
の
相
が
関
係
し
ま
す
。

液
体
の
水
の
構
造

・
従
来
の「
液
体
の
水
・
観
」

水
分
子
同
士
の
間
の
水
素
結
合
が
、

1
ピ
コ
秒
（
10
の
12
乗
分
の
1
秒
）
ご

と
に
切
れ
た
り
、
繋
が
っ
た
り
し
て
い

る
の
で
、
と
て
も
情
報
を
記
憶
で
き
る

と
思
え
な
い
。

・
新
し
い「
液
体
の
水
・
観
」

「
第
四
の
水
の
相
」
は
、
バ
ル
ク
の
水

と
比
べ
て
、
は
る
か
に
安
定
で
あ
り
、

情
報
を
記
憶
、
伝
達
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

物
の
表
面
に
は
2
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。

・

親
水
性=H

ydrophilic

→
水
に
濡
れ

る
性
質

・

疎
水
性=H

ydrophobic

→
水
を
は

じ
く
性
質

私
達
の
皮
膚
な
ど
身
体
の
中
の
シ
ス

テ
ム
は
親
水
性
で
あ
り
、
テ
フ
ロ
ン
の

鍋
な
ど
は
疎
水
性
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
以
降
、
私
が
お
話
し
す
る
内
容

は
す
べ
て
、
親
水
性
の
表
面
に
限
っ
て
、

に
な
り
ま
す
の
で
、
疎
水
性
の
こ
と
は

忘
れ
て
く
だ
さ
い
。

●❾ ●
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「
第
四
の
水
の
相
」（
固
体
と
液
体
の
間
）

を
調
べ
る
最
初
の
実
験
動
画
を
紹
介

・
親
水
性
の
表
面
の
近
傍
に
は
必
ず

「EZW
ater

」=
「
第
四
の
水
の
相
」
が

存
在
す
る

・
細
胞
の
中
に
は
沢
山
の
親
水
性
の
分

子
や
膜
が
存
在
す
る
の
で
、
細
胞
の
中

の
水
は
ほ
と
ん
ど
が
「EZW

ater

」=

「
第
四
の
水
の
相
」
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

2
種
類
の
水（
液
体
）

・ExclusionZoneW
ater

　

＝EZw
ater

（
排
除
層
の
水
）

　

＝
第
四
の
水
の
相

　

＝
構
造
化
さ
れ
た
水

　

＝
液
晶
状
態
の
水

・BulkW
ater

（
バ
ル
ク
の
水
）

　

＝
通
常
の
液
体
の
水

「
第
四
の
水
の
相
」
の
物
理
化
学
的
な

性
質

・「
第
四
の
水
の
相
」の
水
は
、
物
理
的

に「
バ
ル
ク
の
水
」
と
異
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
?

以
下
の
実
験
か
ら
、
答
え
は
イ
エ
ス

　

で
あ
る
。

＊
紫
外
・
可
視
光
の
吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル

　

―
構
造
の
違
い
を
見
る

→
排
除
層
に
は
、
バ
ル
ク
の
水
に
は
な

　

い
、270nm

の
吸
収
ピ
ー
ク
が
あ
る
。

＊
赤
外
線
吸
収
の
イ
メ
ー
ジ
解
析

→
排
除
層
は
、
バ
ル
ク
の
水
よ
り
も
、

　

赤
外
線
を
吸
収
す
る
。

＊
赤
外
線
放
射
の
イ
メ
ー
ジ
解
析

→
排
除
層
は
、
バ
ル
ク
の
水
よ
り
も
、

　

赤
外
線
を
放
射
し
な
い
。

＊
M
R
I（
核
磁
気
共
鳴
画
像
法
）

　

―
分
子
の
自
由
度
を
調
べ
る

→
排
除
層
で
は
、
分
子
の
動
き
が
、
よ

　

り
制
限
さ
れ
て
い
る
。

＊
粘
性　

―
物
性
の
違
い
を
見
る

→
排
除
層
の
水
は
、
よ
り
粘
性
が
高
い

　
（
ハ
チ
ミ
ツ
状
）。

＊
偏
光
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察

　

―
分
子
の
配
向
性
を
見
る

→
排
除
層
の
水
は
、
規
則
正
し
く
配
向

　

し
て
い
る
。

「
第
四
の
水
の
相
」の
構
造

酸
素
と
水
素
で
六
角
形
の
構
造
を
形
造

る第
四
の
水
の
相
は
、

（
1
）H

3 O
2 

で
あ
り
、H

2 O


で
は
な
い
。

（
2
）マ
イ
ナ
ス
の
電
荷
を
持
っ
て
い
る
。

　
（
中
性
で
は
な
い
）。

・

H
（
水
素
）
は
+1
の
電
荷
を
持
ち
、

O
（
酸
素
）
は
−2
の
電
荷
を
持
っ
て

い
る

・H
2 O

の
電
荷
は

　

2
×（
+1
）+

1
×（
−2
）=

0
で
あ
る
。



従
っ
て
、H

2 O

は
中
性
で
あ
る
（
電

　

荷
を
持
た
な
い
）。

　

以
上
よ
り
排
除
層
の
水
（
第
四
の
水

の
相
）
は
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
、

バ
ル
ク
の
水
は
プ
ラ
ス
の
電
気
を
帯
び

て
い
ま
す
。
→
バ
ル
ク
の
水
の
プ
ラ
ス

の
電
荷
は
、
ヒ
ド
ロ
ニ
ウ
ム
・
イ
オ
ン

（H
ydronium

ion

）（H
3 O

+

）
に
よ
っ

て
運
ば
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
排
除
層
の
水
と
バ
ル

ク
の
水
に
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ド
で
繋
ぐ
と

電
池
に
な
る
か
と
い
う
と
、
答
え
は
イ

エ
ス
で
す
。

そ
の
場
合
水
の
電
池
は
、
ど
の
よ
う
な

仕
組
み
で
充
電
さ
れ
る
の
か
?

・
水
の
電
池
を
充
電
す
る
の
は
、
外
か

　

ら
入
っ
て
く
る
光
で
あ
る
。

・
必
ず
し
も
可
視
光
（
直
接
光
）
で
な

　

く
て
も
、
赤
外
線
（
間
接
光
）
で
も

　

よ
い
。

・
光
を
す
べ
て
消
し
て
、
真
っ
暗
に
し

　

て
も
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
モ
ノ
を
見

　

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
す
べ
て
の
モ
ノ
は
赤
外
線
を
発
し
て

　

い
る
。

・
実
際
、「
第
四
の
水
の
相
」
を
形
成
す

　

る
た
め
に
は
、
赤
外
線
（
間
接
光
）

　

が
最
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

　

た
。

　

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
の
表
面
も
0
・
1

㎜
の
厚
さ
は
「
第
四
の
水
の
相
」
と
な

っ
て
お
り
、
赤
外
線
を
浴
び
れ
ば
厚
く

な
る
。

　

生
物
学
で
も
、
細
胞
内
構
造
体
や
高

分
子
物
質
の
近
傍
は
、
0
・
1
㎜
の
厚

さ
の「
第
四
の
水
の
相
」
と
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
に
帯
電
し
て
い
る
が
、
バ
ル
ク
の

水
は
プ
ラ
ス
に
帯
電
し
て
い
る
。
こ
の

電
荷
の
分
離
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
物
学

的
反
応
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
間
の
細
胞
は
、
一
番
大
き
い
卵
子
で

0
・
2
㎜
な
の
で
、
す
べ
て
の
細
胞
内

の
水
は
ほ
と
ん
ど「
第
四
の
水
の
相
」と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

我
々
の
毛
細
血
管
の
太
さ
は
赤
血
球

よ
り
も
細
く
赤
血
球
は
ひ
し
ゃ
げ
な
が

ら
毛
細
血
管
内
を
通
り
、
ま
た
毛
細
血

管
の
総
延
長
は
10
万
Km
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
、
心
臓
の
ポ

ン
プ
の
作
用
だ
け
で
、
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
す
べ
て
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
?
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

こ
の
血
液
の
循
環
を
助
け
て
い
る
可
能

性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
?

　

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
は
、
そ
れ
に
対
す
る

解
答
を「
第
四
の
水
の
相
」に
基
づ
い
て
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示
し
て
い
ま
す
。
親
水
性
の
チ
ュ
ー
ブ

を
水
に
沈
め
て
観
察
す
る
と
、
チ
ュ
ー

ブ
の
中
を
水
が
自
動
的
に
流
れ
る
こ
と

を
発
見
し
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、

ポ
ラ
ッ
ク
博
士
の
説
で
は
、
血
液
循
環

は
心
臓
の
ポ
ン
プ
の
作
用
だ
け
で
は
無

理
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
加
え
て
、
毛
細

血
管
の
中
の
水
が
、
第
四
の
水
の
相
の

仕
組
み
で
、
外
か
ら
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
受
け
取
っ
て
、
血
液
が
自
ら
流
れ
る
、

そ
の
両
方
の
作
用
が
相
ま
っ
て
、
初
め

て
血
液
循
環
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
命
を
つ
な
ぐ
」　

―
日
本
の

太
古
の
智
恵
が
地
球
を
救
う
―

　
　
　

講
師　

畑
田　

天
眞
如

師

�

（
天
眞
如
教
苑

苑
主
）

と
き　
　

平
成
28
年
3
月
19
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

畑
田

天
眞
如

（
は
た
だ
・
て
ん
し
ん
に
ょ
）

天
眞
如
教
苑
苑
主
。
大
正
15
年
1
月
岡

山
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
17
年
安
倍
晴
明

公
ゆ
か
り
の
地
阿
倍
山
（
鴨
方
町
）
に

入
植
。
京
都
鞍
馬
山
に
て
修
行
、
イ
ン

ド
仏
跡
巡
拝
。
京
都
醍
醐
寺
に
て
伝
法

灌
頂
を
受
け
阿
闍
梨
と
な
る
。
60
年
に

道
場
焼
失
、
神
道
の
研
鑽
を
始
め
63
年

よ
り
中
医
学
を
学
ぶ
。
平
成
11
年
天
社

土
御
門
神
道
本
庁
よ
り
陰
陽
大
允
（
お

ん
み
ょ
う
た
い
い
ん
）の
位
を
授
か
る
。

「
自
分
で
健
康
を
つ
く
る
会
」
主
宰
。
91

歳
を
期
に「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
学
び
の

会
」
を
発
足
し
、
東
京
麹
町
般
井
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
で
毎
月
学
び
の
会
を
行
う

な
ど
精
力
的
に
活
動
。
著
書
に「
根
本

か
ら
治
す
生
活
健
康
法
」（
元
就
出
版
）

「
根
元
に
還
る
健
康
法
」（
美
健
ガ
イ
ド

社
）「
命
を
つ
な
ぐ
」（
桃
青
社
）な
ど
多

数
。

畑
田
講
師
は
胎
内
記
憶
を
も
ち
、
幼

い
と
き
か
ら「
霊
」と
話
す
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
人
体
の
欠
陥
が
あ
る
場
所
、

つ
ま
り
病
気
の
原
因
と
な
る
箇
所
が
見

え
る
と
い
う
不
思
議
な
能
力
を
も
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
人
と
の
関
係

に
悩
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
命
が
け
の
試
練

を
受
け
臨
死
も
経
験
さ
れ
ま
し
た
。

い
か
に
し
て
健
康
に
な
る
か
、
ま
た

私
た
ち
日
本
人
は
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い

の
か
、
神
霊
と
の
対
話
を
と
お
し
て
学

ん
で
こ
ら
れ
た
智
恵
の
結
晶
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
し
は
女
の
神
様（
倭
姫
命
）
に
、

「
こ
れ
か
ら
学
び
だ
よ
」
と
告
げ
ら
れ
て

胎
内
に
宿
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
鞍
馬
で
は
修
行
中
、「
人
間
を
育
て

よ
」と
も
。

孔
子
や
孟
子
、
モ
ー
ゼ
、
キ
リ
ス
ト

も
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
日
本
の
神
道
が
元
で
、

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
観
光
客
が

だ
れ
も
い
な
い
バ
チ
カ
ン
の
中
で
、
4

代
前
の
ロ
ー
マ
法
王
が
霊
体
で
現
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
紫
色
の
煙
が
消

え
る
や
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
が
響

き
渡
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
し
て
大
勢
の
観
光
客
と
出
遭
い
ま
し

た
。言

語
も
日
本
語
が
元
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
竹
内
文
書
や
ホ
ツ
マ

ツ
タ
エ
に
も
書
い
て
い
ま
す
が
、
言
霊

は「
心
の
は
た
ら
き
」を
表
現
し
て
い
ま

す
。
鳥
や
動
物
に
も
分
か
る
よ
う
で
す
。

「
心
の
は
た
ら
き
」
は
宗
教
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
物
言
わ
ぬ
心
の
は
た
ら
き
が
見

え
た
り
、
亡
く
な
っ
て
い
く
人
の
心
が

見
え
る
の
も
自
然
な
こ
と
で
す
。「
古
事

記
」は「
フ
ル
コ
ト
ブ
ミ
」、「
コ
ジ
ツ
ケ
」

と
も
称
さ
れ
ま
す
が
、「
心
で
解
く
」
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
最
初
は
わ
か
ら

な
く
て
も
、
旧
字
体
の
原
典
を
読
む
の

も
一
案
で
す
。

言
霊
的
に
「
ア
イ
ウ
エ
オ
」
の
解
釈

を
し
ま
す
と
、

「
イ
」・
・
・
い
の
ち（
生
命
）

「
エ
」・
・
・
ち
え（
智
慧
）

「
オ
」・
・
・
学
問

「
ウ
」・
・
・
欲
望

「
ア
」・
・
・
感
情

と
な
り
ま
す
。

「
言
葉
づ
か
い
」
は
「
心
づ
か
い
」
と

置
き
換
え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
い
ま

の
人
た
ち
は
、
右
脳
と
左
脳
の
使
い
分

け
が
下
手
に
な
っ
て
い
て
、
と
く
に
右

脳
を
鍛
え
て
い
ま
せ
ん
。



お
米
や
野
菜
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

人
々
の
思
い
が
こ
も
る
食
事
の
あ
と
に

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
い
わ
な
い
の
も
、

「
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
が
な
い
か
ら

で
、
こ
れ
で
は
世
の
中
が
ぎ
す
ぎ
す
し

て
き
ま
す
。
日
本
人
は「
神
の
子
」。
そ

の
在
り
方
と
し
て
、
人
に
お
し
え
る
立

場
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
を
大
き
く
す

る
の
も
、
理
屈
や
、
父
母
の
都
合
で
は

こ
ま
り
ま
す
。「
い
け
な
い
」こ
と
に
は
、

そ
の
理
由
を
示
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

相
手
を
思
う
心
を
育
て
る
こ
と
が
大
切

で
す
。「
不
足
」の
心
は
冷
た
く
、
思
い

や
り
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

心
で
話
す
言
葉
は
通
じ
ま
す
。

母
と
は
早
く
死
別
し
ま
し
た
が
、
わ

た
し
の
祖
母
は
、
日
本
人
の
や
り
方
で
、

わ
た
し
を
育
て
ま
し
た
。
日
本
人
は
概

ね
、
牛
乳
の
分
解
酵
素
が
な
い
か
ら
飲

め
ま
せ
ん
が
、
祖
母
は
玄
米
と
大
豆
の

お
も
ゆ
、
生
き
た
カ
ニ
殻
の
粉
な
ど
を

食
べ
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
た
し
は

生
姜
が
大
好
き
で
よ
く
食
べ
て
い
ま
し

た
。解

剖
学
的
に
は
重
視
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
血
管
や
骨
、
筋
肉
に
も
薄
い
膜

が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
で
も
、
分

か
ら
な
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
に
は
友
達
が
い
な
か
っ
た
け

ど
、
人
に
は
見
え
な
い
分
身
の
よ
う
な

も
の
が
い
て
遊
び
相
手
に
な
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
見
え
な
い
も
の
が
見
え
る
と

か
、
た
と
え
当
た
っ
て
も
、「
こ
の
家
に

泥
棒
が
入
る
よ
」、
と
か
本
当
の
こ
と
を

言
え
ば
疑
う
の
が
大
人
の
世
界
で
す
。

わ
た
し
の
教
苑
は「
か
ら
だ
を
治
す
」

道
場
で
、
宗
教
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
人
と
し
て「
学
び
あ
っ
て
」
生
活
し

て
い
ま
す
。
ス
モ
ン
病
で
苦
し
む
人
も

完
治
し
ま
し
た
が
、
後
に
補
償
が
貰
え

な
い
と
文
句
を
い
い
ま
し
た
。
交
通
事

故
で
首
が
動
か
な
く
な
っ
て
入
院
し
た

人
が
、
退
院
し
て
注
射
を
や
め
た
ら
一

週
間
で
治
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

人
の
心
は
自
由
自
在
で
す
が
、「
運
」
は

自
分
で
選
ん
で
い
る
の
で
す
。

「
知
識
」で
か
ん
が
え
た
解
き
方
が
通

用
し
な
い
こ
と
は
、
け
っ
し
て
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
が
進
ん
で
も
、
か

ら
だ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
生
き
て
い
る
あ
い
だ
は

元
気
」が
い
ち
ば
ん
で
す
が
、
そ
の
た
め

に
手
入
れ
が
必
要
で
す
。

礼
儀
、
作
法
、
感
謝
の
こ
こ
ろ
・・・
。

知
識
の
詰
め
込
み
だ
け
で
は
欲
望
が
肥

大
し
、
こ
こ
ろ
が
貧
乏
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
親
の
家
を
生
か
し
て
使
え

ば
、
住
宅
ロ
ー
ン
も
い
ら
ず
余
裕
が
で

き
ま
す
が
、
国
に
は
最
早
お
金
が
あ
り

ま
せ
ん
。
年
を
と
っ
て
ど
う
す
る
か
、

深
刻
な
問
題
で
す
。

死
ぬ
と
き
は
感
謝
し
て
死
に
た
い
も

の
で
す
が
、
心
の
借
金
が
重
荷
に
な
り

ま
す
。
借
金
を
払
え
な
い
か
ら
苦
し
む

の
で
す
。「
甘
え
」
も
自
分
が
つ
く
っ
た

も
の
、
だ
か
ら
自
分
で
治
せ
ま
す
。「
胸

を
張
っ
て
」「
空
気
を
入
れ
替
え
る
心
遣

い
」
で
自
分
の
人
生
を
歩
い
て
く
だ
さ

い
。死

ね
ば「
あ
の
世
」へ
去
る
わ
け
で
す

が
、
だ
れ
も
が
す
ん
な
り
と「
あ
の
世
」

に
行
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ

の
世
」
に
通
じ
る
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
も
、

い
っ
し
ょ
に
連
れ
て
っ
て
く
れ
と
付
き

纏
う「
霊
」が
い
ま
す
。
肉
体
は
去
っ
て

も
、
霊
体
や
幽
体
が
存
在
し
て
い
る
の

で
す
。

自
分
の
足
で
立
ち
、
自
分
で
か
ん
が

え
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て「
人

の
役
に
立
つ
」
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。「
霊
」
た
ち
は
身
近
に
い
て
、
と
き

に
は
力
を
貸
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

手
洗
い
に
も「
霊
」
が
い
ま
す
。「
失

礼
し
ま
す
」「
お
世
話
に
な
り
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
ょ
う
。

氏
神
様
に
も
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
災

難
か
ら
身
を
守
っ
て
く
れ
る
な
ど
、
た

と
え
小
社
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
お
は
た

ら
き
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
日
本
人
は
こ
れ
か
ら
た
い
へ

ん
で
す
。
知
識
が
進
歩
し
て
も
病
気
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
も
崩
壊

す
る
で
し
ょ
う
。
自
分
で
健
康
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
で
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
一
例
を
あ
げ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ふ
わ
ふ
わ
の
パ
ン
よ
り
も
米
で
す
。

伝
統
食
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

よ
く
噛
む
こ
と
で
す
。

歩
き
方
で
す
が
、「
か
か
と
か
ら
親
指

で
歩
く
」
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
肛
門

を
締
め
ま
し
ょ
う
。
下
駄
や
和
式
便
所

も
見
直
し
た
い
で
す
ね
。

細
胞
寿
命
は
1
2
0
歳
。
人
生
は「
学

び
」
で
す
。
正
し
い
姿
勢
と
筋
力
を
身

に
つ
け
て
、
健
康
な
人
生
を
全
う
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

※
今
回
の
講
演
は
D
V
D
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話

0
8
6
5
・
4
4
・
7
4
7
0
、
天
真
如

教
苑
へ
。

● �●
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当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会
員

60
名
、
計
75
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

高
幸
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
〇
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

秘
密N

IPPO
N

の
超
建
国
裏
返
史

　
　
　
　

講
師　

上
森　

三
郎

氏

と
き　
　

平
成
28
年
4
月
16
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

上
森
三
郎
氏
は
1
9
5
4
年
、
熊
本

県
芦
北
郡
芦
北
町
生
ま
れ
。
建
築
業
界

歴
30
年
で
一
級
建
築
士
。
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス（
化
学
物
質
過
敏
症
）の
研
究
か
ら
、

水
の
活
性
化
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
突
き
止
め
、流
体
の
活
性
化
装
置『
ネ

オ
ガ
イ
ア
』『
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
』
を
開
発

し
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
特
許
取
得
。
多

数
特
許
取
得
す
る
な
ど
発
明
家
で
も
あ

る
。現

在
は
身
体
そ
の
も
の
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
が
、
隠
さ
れ
た
日
本
と
世
界
の

真
実
を
解
明
す
べ
く
、
神
社
仏
閣
を
参

拝
し
な
が
ら
、
兵
庫
県
埴
丘
の
里
の
山
々

を
中
心
に
探
索
中
。「
か
ご
め
か
ご
め
」

を
つ
た
え
る
会
会
長
。
著
書
に『
世
界
文

明
の「
起
源
は
日
本
」
だ
っ
た
』、『
秘
密

N
I
P
P
O
N
の
超
建
国
裏
返
史
』（
い

ず
れ
も
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）が
あ
る
。

ネ
オ
ガ
イ
ア
ジ
ャ
パ
ン
㈱
代
表
取
締
役

㈱
T
・
T
・
C
・
代
表
取
締
役

㈱Stapsalon　

代
表
取
締
役

56
歳
7
ケ
月
の
あ
の
時
ま
で
、
私
は
、

た
だ
た
だ
一
方
的
に
神
様
に
話
し
か
け

る
だ
け
で
、
神
様
が
言
葉
を
発
し
て
く

れ
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

黙
っ
て
空
を
眺
め
て
は
雲
の
形
や
流
れ

を
楽
し
ん
だ
り
、
野
山
を
吹
き
抜
け
る

風
に
身
を
さ
ら
し
て
心
地
よ
い
思
い
を

し
た
り
し
て
、
神
様
を
感
じ
て
い
た
。

私
に
と
っ
て
の
神
様
は
、
そ
ん
な
寡
黙

な
存
在
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
1
0
年
8
月
11
日
、

56
歳
7
ケ
月
の
そ
の
日
、
私
は
初
め
て

ハ
ッ
キ
リ
と
神
様
の
声
を
宗
像
大
社
で

聞
い
た
。

「
よ
お
来
た
の
ぉ
」

こ
れ
が
神
様
か
ら
の
初
め
て
の
言
葉

だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
か
ら
、
私

は
神
様
が
私
に
語
り
か
け
て
き
て
く
れ

る
声
が
だ
ん
だ
ん
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
直
接
的
だ
っ

た
り
、「
そ
う
言
わ
れ
て
い
る
〝
気
〟
が

す
る
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
り
、
ま
た

多
く
の
場
合
に
は
、
人
々
の
口
を
通
し

て
伝
え
ら
れ
て
き
た
り
す
る
。

そ
の
声
の
主
は
、
時
に
左
耳
か
ら
聞

こ
え
る
の
は
空
海
様
の
よ
う
で
あ
っ
た

り
、
右
耳
か
ら
聞
こ
え
る
の
は
天
皇
家

の
誰
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
も
す
る
。

そ
う
や
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
言
わ
れ
る
と
お
り
に
動

か
な
い
と
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ

な
い
心
境
に
追
い
や
ら
れ
る
。

ま
だ
初
期
の
頃
の
あ
る
時
、
私
に
契

約
を
迫
っ
た
神
様
と
の
交
渉
の
中
で
、

白
紙
委
任
状
に
サ
イ
ン
さ
せ
ら
れ
る
と

い
う
事
態
ま
で
起
き
て
、
そ
れ
ま
で
の
、

ご
く
普
通
の
生
活
を
一
変
し
な
い
と
な

ら
な
く
な
っ
た
。
建
築
家
と
し
て
の
仕

事
は
も
ち
ろ
ん
、
偶
然
に
偶
然
が
重
な

っ
て
出
来
上
が
っ
た
超
自
然
的
な
器
具

ネ
オ
ガ
イ
ア
・
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト
を
製
造

す
る
に
も
販
売
す
る
に
も
十
分
な
時
間

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
神
様
の
指

示
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
従
う
と
い
う
生

活
に
完
全
に
か
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

神
社
仏
閣
に
は
ほ
ぼ
無
縁
の
生
活
を

長
い
間
送
っ
て
き
た
私
が
、
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
次
々
と
寺
社
め
ぐ
り
さ
せ
ら

れ
た
り
、
穴
掘
り
さ
せ
ら
れ
た
り
、
山

登
り
さ
せ
ら
れ
た
り
、
事
務
所
に
い
れ

ば
い
た
で
、
テ
ー
ブ
ル
上
に
大
き
な
地

図
を
広
げ
て
、
真
剣
に
、
行
っ
て
き
た

場
所
や
脳
に
響
い
て
き
た
場
所
に
ポ
イ

ン
ト
を
打
っ
て
、
無
数
の
線
や
ら
図
形

や
ら
を
描
き
続
け
て
、
一
見
、
仕
事
ら

し
い
仕
事
も
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

か
つ
て
の
私
を
知
る
人
た
ち
が
皆
、
異

口
同
音
に「
上
森
は
頭
が
お
か
し
く
な

っ
た
。
気
が
ふ
れ
た
」と
言
っ
て
、
去
っ

て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
と
わ
か
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
に
ま
で
私
を
使
っ
て
、
神
様

は
い
っ
た
い
何
を
し
た
が
っ
て
い
る
の

か
?
契
約
を
迫
っ
て
き
た
時
、
神
様

は
必
死
の
様
子
で「
時
間
が
な
い
!

時

間
が
な
い
!

」
と
怒
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
。初

め
は
神
様
の
指
示
が
何
の
脈
絡
も

な
い
も
の
と
感
じ
て
い
た
の
だ
が
、
地

図
に
引
か
れ
た
線
が
十
字
架
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
う
ち
、
き
れ
い

な
正
三
角
形
や
二
等
辺
三
角
形
が
描
け

て
、
図
形
の
点
と
点
の
場
所
に
そ
れ
ぞ

れ
大
き
な
意
味
が
見
い
だ
せ
て
き
た
り

し
て
、
こ
れ
は
、
た
だ
な
ら
ぬ
こ
と
だ

と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

神
様
か
ら
の
声
も
そ
の
や
り
方
も
相

変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
神



様
の
ほ
う
で
は
本
当
に
時
間
が
限
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
、
2
0
1
5
年
に
入
っ

て
か
ら
、
特
に
5
月
の
連
休
あ
た
り
か

ら
事
態
は
急
速
に
進
み
出
し
た
。

5
年
間
、
神
様
と
文
字
ど
お
り
会
話

す
る
こ
と
で
、
神
様
の
全
知
全
能
ぶ
り

も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
た
ち
、

三
次
元
に
肉
体
を
も
っ
て
生
き
て
い
る

人
間
は
、
実
は
、
無
限
の
力
を
も
っ
て

い
る
の
だ
が
、
真
実
を
覆
い
隠
さ
れ
て

い
る
た
め
に
、
自
身
を
限
定
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
三
次
元
の
眼
で
見
え
る
事

物
し
か
見
え
て
い
な
い
。
見
え
る
世
界

と
見
え
な
い
世
界
、
こ
の
世
と
あ
の
世
、

こ
の
両
方
の
領
域
で
私
た
ち
は
生
き
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い

で
い
る
。
ま
た
、
も
っ
と
言
え
ば
、
私

た
ち
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
同
時

に
生
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
神
様
と
一

致
し
た
時
、
つ
ま
り
、
自
我
を
な
く
し

た
時
、
大
変
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。

も
し
、
教
え
ら
れ
、
思
い
込
ま
さ
れ

て
い
た
過
去
が
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
も

の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
当
然
、
現
在
の

状
況
も
、
未
来
の
予
測
も
、
違
っ
た
も

の
に
な
る
。
ほ
と
ん
ど
教
科
書
的
な
歴

史
の
知
識
の
な
い
私
が
、
そ
れ
こ
そ
神

様
か
ら
直
接
教
え
ら
れ
た〝
歴
史
の
真

実
〟
を
語
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
を
誰

か
が
信
じ
て
く
れ
る
な
ら
、
そ
し
て
、

た
っ
た
ひ
と
り
で
も
勇
気
を
も
っ
て
行

動
を
起
こ
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
な
ら
、

明
ら
か
に
現
在
も
未
来
も
、
想
像
外
の

世
界
を
創
り
出
せ
る
。

最
近
、
自
分
自
身
で
も
驚
く
く
ら
い
、

神
様
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
一
気
に
、
お

そ
ら
く
誰
も
知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
事
柄

を
、
私
に
直
接
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

と
て
も
信
じ
が
た
い
よ
う
な
、
奇
想
天

外
な
話
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
…

モ
ー
セ
は
、
紀
元
前
3
6
7
4
年
10

月
17
日　

現
在
の
鳥
取
県
米
子
市
生
ま

れ
。
身
長
1
7
7
セ
ン
チ
、血
液
B
型
。

紀
元
前
3
2
8
7
年
12
月
28
日　

島
根

県
出
雲
市
で
午
前
0
時
0
分
に
亡
く
な

る
。
享
年
3
8
7
歳
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
紀
元
前
3

年
8
月
19
日　

現
在
の
キ
ル
ギ
ス
生
ま

れ
。
身
長
1
7
4
セ
ン
チ
、
血
液
B
型
、

日
本
人
と
同
色
で
や
せ
形
。
母
は
マ
リ

ア
、
父
は
ヨ
セ
フ
で
は
な
い
。
亡
く
な

っ
て
2
日
目
に
現
在
の
兵
庫
県
神
河
町

（
旧
大
河
内
町
）
の
標
高
8
3
5
メ
ー

ト
ル
の
陵
墓
に
埋
葬（
土
葬
）さ
れ
た
。

卑
弥
呼
は
、
西
暦
1
7
7
年
8
月
31

日　

現
在
の
兵
庫
県
香
美
町
の
庵
月
山

生
ま
れ
。
身
長
1
6
2
セ
ン
チ
、
血
液

B
型
、
体
形
は
普
通
。
2
4
8
年
11
月

17
日
入
定
、
5
日
後
の
22
日
に
死
亡
。

享
年
71
歳
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
命

日
を
選
ん
で
入
定
し
た
。

…
と
い
っ
た
よ
う
な
事
柄
を
教
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。「
上
森
は
ま
す
ま
す
頭

が
お
か
し
く
な
っ
た
」
と
狂
人
扱
い
さ

れ
る
の
も
覚
悟
で
、
教
え
ら
れ
た
と
お

り
に
、
私
は
語
る
だ
け
だ
。

生
命
の
樹
（
カ
バ
ラ
）
の
図
も
ま
す

ま
す
明
確
に
示
さ
れ
、
日
本
の
国
造
り

の
秘
密
が
解
け
て
い
く
気
配
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、『
世
界
文
明
の
「
起
源
は

日
本
」だ
っ
た
』、『
イ
ス
ラ
エ
ル
の「
元

つ
国
日
本
」
に
ユ
ダ
ヤ
人
が
戻
っ
て
く

る
』
の
続
編
と
し
て
ま
と
め
た
著
書
な

の
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
不
思
議
な
世
界

が
今
も
続
い
て
い
る
。

地
図
上
に
十
字
架
を
措
か
さ
れ
た

り
、
描
い
て
は
そ
の
教
え
ら
れ
た
場
所

に
行
か
さ
れ
、
行
か
さ
れ
て
は
ま
た
地

図
上
に
図
形
を
描
か
さ
れ
た
り
の
連
続

の
な
か
で
、
鶴
と
亀
や
、
龍（
玄
武
）な

ど
の
山
を
使
っ
た
巨
大
な
地
上
絵
を
グ

ー
グ
ル
マ
ッ
プ
か
ら
次
々
に
発
見
し
た

り
、
線
を
引
い
て
、
生
命
の
樹
の
図
形

を
見
つ
け
た
り
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
上
絵
や
図
形
か
ら
、
太

古
の
時
代
よ
り
生
命
の
樹
の
原
型
が
日

本
で
ス
タ
ー
ト
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ

ス
ト
教
や
仏
教
に
も
生
命
の
樹
の
思
想

が
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
、
私
は
考
え
る
。

そ
し
て
神
様
は
、
旧
約
聖
書
、
新
約

聖
書
の
中
心
人
物
で
あ
る
モ
ー
セ
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
日
本
と
い
う
国
の

礎
を
築
き
、
彼
ら
の
D
N
A
を
引
き
継

ぐ
女
王
卑
弥
呼
が
彼
ら
の
教
え
を
踏
襲

し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
と
、

世
界
の
本
当
の
聖
地
が
、
実
は
日
本
に

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
数
々
の
図

形
を
も
っ
て
、
お
も
て
に
示
す
よ
う
に

と
私
に
告
げ
て
い
る
。　
　
　

そ
の
聖
地
こ
そ
邪
馬
台
国
の
女
王
卑

弥
呼
が
住
ん
だ
都
で
あ
っ
た
。
神
様
は
、

長
き
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

邪
馬
台
国
論
争
に
も
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ

て
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に
、
選
ば
れ

し
人
の
D
N
A
を
よ
り
濃
く
受
け
継
い

だ
人
た
ち
の
目
覚
め
を
待
ち
望
ん
で
お

ら
れ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会
員

49
名
、
計
60
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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に写されている。また三日月型の小オーブが写さ
れている（理由は別報予定）。その他は上述と同
一である。

写真4～5は、上述とほぼ同一条件で撮影さ
れている。写真4には､ 右下と左下に照明光の
手ぶれ光跡がある。大小多数の様々なオーブが
ランダムに写されている。写真4には、右側に大
きなプラズモイドが撮されており､ 左上に大きな
非対称干渉縞模様状マンダラが1個、右上縁に
薄土色の厚みのある大オーブが1個、左側に強
い乳白色発光小オーブが1個撮されている。

4．検討ならびに考察
撮影されたオーブ（たまゆら）の出現の状況や、

現れた位置等から判断すると、次の性質がある
様子である。（1）撮されたオーブの位置は、非局
所的であり、ランダムに広がっている。それぞれ
は独立、不確定（予め、決められない）であり、
撮影の都度異なっている（揺らいでいる）。これ
らは、素粒子の持つ性質と類似している、また
は同一である、といえよう。つまり、オーブの出
現には素粒子の確率的な性質が出ており、巨視
的な物質としての再現性や因果津は成立しにく
い。これから考えると、オーブは大気イオンや意
識的な素粒子群を電磁気学的（クーロン力によ
る）または弱い水素結合（陽イオン）に依って結
合されて、巨視的な物質として存在している様
に思える。

それと同時に、オーブは「お願いすると現れ
る」、「意識に反応する」など、意識的な面も有
る様子である。残念ではあるが、実験条件とし

ての意識や変性意識状態（ASC）の測定は、現
在は、困難である。撮影者個人の感覚情報に頼
らざるをえない。沢山の実験結果の集積として、
主張するにとどめたい。つまり、体外の空間に
現れる（撮された）オーブ（たまゆら）と撮影者の
意識とは、直接的な、情報交換をしている、と
判断している。以上、出現・撮影されるオーブ

「たまゆら」は、巨視的･微視的（素粒子的）な性
質と、物質的・意識的な面を兼ね備えている様
子である。

これの持つ意味合いは何かというと、遠い昔
からの民話や伝承に「きつね火」、「火の球」、「お
ばけ」､「幽霊」、などがある。それらはオカルトで、
人間生活には用の無いものであり､ 無駄は排除
すべきである、と近代科学は判断してきたらし
い。しかし、それらは、ことによると、低レベル
の「オーブ（たまゆら）」を意味しているのかも知
れない。つまり、現在の実測・研究の段階で出
現してくる「オーブ（たまゆら）」は低レベル（低周
波数）の光子集合体群であり、実際には、より高
レベル（高周波数）の、未知のオーブ（たまゆら）
が存在するであろう、と推定できる。今後の多く
の人達の研究と努力により、より高度の「たまゆ
ら」、たとえば、「ご先祖霊（様）、SG」等の投影
が出現することが期待されている。これらと情報
交換が出来れば、誠に幸いであり、有難い。「た
まゆら」の研究を介して、新しい精神・科学の研
究が開始されて、人々を本当の幸せに導く事に
成るのかもしれない、と考えている。

（紙数の都合により写真は省略させて頂きます）

●� ●
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図1　オーブ（たまゆら）のモデル（仮定）

2−2）判明・推定した意識的な面
（1）社寺、仏閣等の聖地やパワースポット等の場
所。お祭りの行事など。人々が気に掛けている
特定の場所、ならびに特定の行事の際に、写り
易い。

（2）何時も写るとは限らない。一般に、再現性に
乏しい。Aさんのカメラには写るが、同一場面
で同時に写しているBさんのカメラには写らない

（個人の意識に関係する）。しかも、Aさんの場
合でも、簡単には、写らない場合がある。「写る」
に必要な変性意識状態（ASC）はコントロールが
難しい、つまり、「気まぐれ」である。

（3）雑念を取り去り、無心で、熱心に撮影すると、
写り易い。つまり変性意識状態（ASC）に近づく
必要があり、意識的努力はむしろ、出現抑制に
働く傾向がある。

（4）無心に、熱心に、お願いすると写り易い、
ASCに近い意識状態に反応･応答する。つまり、
これらの条件が揃うと、オーブとの間の情報交
換が可能になる。

（5）瞑想法などの訓練を経て、意識的に、脳波
（EEG）をデルター波などの低周波数域にまで下
げる事が出来る人の場合には、写り易くなる傾

向がある。
（6）オーブが写る時の撮影者の変性意識状態
（ASC）と、体外に在るオーブ（たまゆら）は、同
調（共鳴、共振）していると判断・推定している。

3．測定結果の数例
新しい試みとして、カメラの手ぶれ写真像を

介してオーブの性質・特徴を調べる事にする。
使用したカメラはNICON E-2200、フラッシュ、
オート。写真1～3は2014年3月5日（水）､ 小雨、
朝方の5:13～5:20､ 福島市遠瀬戸、実験室前。
写真4～5は2014年3月20日（木）､ 小雨、の夕
方7:15～7:25、同実験室前。写真1～5において、
オーブ（たまゆら）は乳白色の小円状に写されて
いるが、それぞれの位置や大きさ、円内模様等
は不確定であり、様々に分散している（素粒子の
性質）。この理由として、撮影前は、図1のPSI-
spin群の構成要素（大気イオン、電子、プラナ
の群）が、広い空間に、分散した波の重ね合せ
の状態で、ランダムに揺らいていたのであろう、
と判断できる。

写真1（No.1707）をみる。そこに存在してい
る照明光（既知の光、街灯、窓の光）が､ カメラ
の手ぶれ像の軌跡として、ライテング・ライツ

（a）を画いている。沢山のオーブ（未知）は、フ
ラッシュ光による反射光で小円形像（b）として撮
されている。中央と右側にオーブの乳白色発光
前幕シンクロ像（c）がある。これらの時間経過
をみると、（a）はシャッターの開閉の全時間、（b）
はシャッター開と前幕シンクロ・シャッターとフ
ラッシュ時、（c）はシャッター開と前幕シンクロ・
シャッターとフラッシュ時、シャッター閉に撮さ
れた､と判断出来る。つまり、手ぶれテストによっ
てオーブの出現の存在する時間が判る。

写真2（No.1710）は、手ぶれ時間を短くした場
合である。右下3個所にライテング・ライツ（a）。
その上には､ 街灯光（Haloが直線的で長い）が
ある。大小のオーブが撮されているが､ 左側に、
薄い（弱い）光ではあるが、唐鏡状の内部模様を
持つ大オーブが撮されている。オーブの存在時
間は、写真1とほぼ同一であろう。写真3には、
プラズモイドと放電の光と思われる幕像が右側

● �●



1．はしがき
縦、横、高さで表される3次元の空間に時間

を加えた4次元の巨視的・科学的な世界では、
周知のように、因果律や再現性が成立している。
この巨視的な物質世界を支える基盤は微視的な
量子（素粒子）であるが、個々の素粒子の因果律
や再現性は成立しにくく、また見えにくい。人は
肉体と精神（魂）とから構成されており、4次元
の時間、空間世界で毎日の生活を営んでいるこ
とになる。今回、検討の対象にした巨視的な物
質としてのオーブ（たまゆら）は、別報でも述べ
た様に、不思議な事に素粒子類似の性質を持っ
て出現してくる。また同時に、意識的な面を兼ね
備えている様子である。これらの物質的、微視
的、意識的な性質を合せ持つような、こんな不
思議な物質は、今までに、経験したことも無く、
聞いた事もない。そこで今回は、これらを確かめ
る為に、主として、オーブ（たまゆら）が示す巨
視・微視的な性質を検討し、同時に、そこには
意識的な面が加算されている、と考えられる事
等について考察し、報告する事にした。

2．撮影・検討結果
多くの撮影・実験結果の結論として、次記が

えられた。
2−1）判明・推定した物質的な面

（1）写真撮影の記憶媒体がフィルムから半導体
（CCD）に移行するに伴って、乳白色の小円形状
のオーブが、ノイズとして撮影画面上に写り込ん
できた。しかし、その位置や種類、大きさ等は
ランダムであり、また非局所的である（広く､ 拡
散している）。

（2）空気成分が電離していて、しかも湿度が高
いような薄暗い空間に向けて、近赤外線領域が
撮影可能なデジタル・カメラを用いて、フラッ
シュ撮影するとオーブが撮影される（肉眼では見
えにくい）。

（3）空気中にある近赤外線量（活性化エネル
ギー、約1.38eV）が或値に達した時（フラッシュ
光を加算した蓄積値）に写りやすい（繰返し撮影
すると写るようになる）。

（4）撮影条件として、ズームによる望遠レンズ状
態で撮影すると、真オーブが写りやすい。一般
に、デジカメは焦点距離が短いので、偽オーブ
が写りやすい。

（5）写されたオーブ（たまゆら）の小円形の輪郭は
ほぼ鮮明であり、円の周辺では、外側に向けて
放射線状の短かいヘイローを伴っている（写真
2、5参照）。またオーブの内部には非対称の干渉
縞状模様やマンダラ状模様（表情）を伴っている

（写真2、5参照）。
（6）雨の降り始めに写り易い。つまり水との親和
性が高い｛電離した水素イオン（H）、陰イオン

（OH）｝。つまり大気陰・陽イオン・ボール形成に
関係している（図1参照）。

（7）オーブは大気陽イオンと大気陰イオンの組
合わせを単位にして、これの集合群から形成さ
れており（巴型の回転・スピンを伴う）、核（エア
ゾール等）を内蔵している。これに、

（8）意識要素としての素粒子群（PSI-spin群）が
加算されたもの（カオス性の揺らぎを持つ）を「た
まゆら」と呼んでいる。

（9）巨視的な大径オーブ（たまゆら）は、微視的
な小径オーブ（たまゆら）の集合体（PSI-spin群
であり、中にプラナ（微細身素粒子、サイ、気）
の混入を仮定している。つまり中実・集合体状
である（図1参照）。

多数のオーブ像を検討・考察した結果として、
巨視的なオーブ（たまゆら）が、素粒子的な性質
を持つのは。素粒子群（PSI-pair群）間の結合が
弱いために、出現時に、構成要素としての素粒
子群（PSI-pair群）の性質が表れる事に起因する
のであろう、と判断している。

●� ●
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ろが、平熱が元どうり36度5分くらいに戻った
のです。これはそれだけ生命力が戻ったと思い、
いつも貼り続けることにしました。背中に貼る
のは自分では無理と思うでしょうがそれは案外
簡単に出来ます。まえに述べたように探触子の
6ミリの真鍮棒の先端面は凹みが作ってありま
す。メーターが強く振れたところで強めに先端
を押し付けると一時的に凹み痕が付きます。そ
れを人差し指で感じ取ります。予め、爪の先端
に米粒を貼り付けたテープの端を貼っておきま
す。米粒は爪の先端の先にあるわけです。その
指先を動かして凹み痕を感じたとところより米
粒のあるあたりまで移動して止め、隣の中指で
テープを押して貼るのです。これで、身体中殆
どの場所に自分で貼れます。これは腕のいい運
動にもなります。テープはシアテープというニ
チバン製品です。中谷先生は布地の厚めの絆創
膏を奨めておられますが、私は亜鉛華などの収
斂剤の入っていないシアテープの方が、かゆみ
が出やすく良く効く気がします。私の感じでは
もう少し粘着剤が強めだと老人の肌には良いと
思います。

春は花粉過敏症の人は半病人です。これに
は志室という背中の左右のツボが効きます。あ
ばら骨の下端の高さにあり両手を腰にあてたと
き親指の当たる場所です。80パーセント楽に
なったと言う人もいるくらいですから花粉症の
人は試してください。正確に測らなくても効き
ます。

勿論米ツブ療法も万能ではありません。前
立腺の肥大に気付かなかったので、2005年そ
れが原因で腎不全になって入院してしまいまし
た。当初、お医者さんに人工透析は免れません
よと宣告されましたが一ヶ月の入院中どんどん
良くなり人工透析にならずに済みました。入院
中も米粒を貼っていたので普通の人と違ってい
たと信じています。腎臓の力を表すクレアチニ
ン指数は、入院当初の5.4から一ヵ月後退院時
には3.8まで下がり1年後には2.0と、2年後に
は1.9と固まってきました。余談ですがキャベ
ツを朝食で沢山食べることにしたらさらに良く
なり始め1.4まで下がりました。因みに1.1が私
の健康体のときの値です。しかし、齢は争われ

ず心ユに常時貼っていないと心臓が不安で、心
電図も悪くでます。心ユ付近に密集して沢山の
ツボが現れるので全部貼り、時々はがしてはま
た貼るのを日課にしています。

ムズムズ足症候群という病気があります。確
か、75歳くらいからと記憶しますが、それに罹
り足を間欠的に動かさないでいられなく症状が
始まり、夜寝るときに起こると眠れず大変困る
ことになりました。米粒が効かぬかと、ツボを
探しましたがあまり効かず足裏に貼るいわゆる
樹液シートを知って何とか過ごしたことがあり
ました。しかし、米ツブ療法と違って即効性は
無いので、ツボを探し、結局あばら骨下端付近
と、太ももの左右側部に出るツボがよく効くこ
とが分かりました。

なお、これは米ツブ療法とは違いますが、虫
歯の予防法です。私は92歳の現在自分の歯が
24本あります。歯医者さんの話では非常に珍し
いそうです。これには、理由があります。私は
歯磨き粉を全く使わずいつも、食塩で、しかも、
硬い歯ブラシHというのを使っています。むし
歯が始まるのは歯垢からだそうです。食塩は歯
磨き粉と違って溶けるので歯垢全部を消毒し
その原因を抑えます。そして、必ず歯茎をよく
摩擦して磨きます。これで、歯への栄養が行き
届くと勝手に考えています。それでも、歯が痛
みだしたときは、歯茎の根元の方をこのブラシ
で血が少し出るまで何日か磨きます。一寸、痛
いですが、歯の痛みは無くなり虫歯への進行は
止まります。先日も上の奥歯が痛み始めレント
ゲン撮影でもむし歯の進行が始まっていました
が、それをしたお蔭で一か月くらいで全く治り
ました。しかし、この荒っぽい治療法は家族に
話しても、だれも実行しません。歯間ブラシも
いつも使っています。

確か、60歳ごろから食事を2食にしました。
これは、一寸つらかった記憶がありますが、慣
れてしまえば平気になります。最近は一日一食
を奨める医者もあります。多くの病気は食べ過
ぎだそうです。歳をとったら入浴は出来るだけ
減らすことも大切と思います。夏バテには梅干
しを、1、2個をお茶で食べると元気がでます。
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きりできて、ツボのマークになります。プラスと
マイナスを逆にしない方が良いようです。

昔、宿場の主人は足の三里のツボにお灸の
痕がない老人は泊めないと何かで読んだ記憶
があったので、自分は先ず三里にいつも貼るよ
うにしました。丁度そのころ、会社の工場長の
鈴木氏が、肘が痛くてレントゲンを撮ったら軟
骨が磨耗して骨同士がさわるのが原因だと云わ
れたという問題が起こりました。米ツブ療法を
試すことになり確かツボの曲池かそのあたりを
押すと痛いのでそこに貼ってみました。貼って
2、3日するとその場所がかぶれて水みたいなも
のが出るようになり、貼っても、貼っても、一ヶ
月くらい水が出続きました。ところが痛みがど
んどん軽くなりレントゲンを撮ったら軟骨が再
生していたのです。それから、鈴木氏はすっか
り米粒のファンになりました。普通、絆創膏を
はって痒くなり、カブレたりするとそれで、皆
止めてしまうものです。しかし、それを我慢し
て続け、水が出始めると効果は絶大で根本的に
良くなるのです。

この事実は自分でも何度も確かめ私の家族
はみな信じています。しかし、中谷先生の（米
ツブ療法）の本には明瞭に書いてはありません。
それは、米粒を貼れば針やお灸のように効く
ことに気付かれて間もなく出された本だからで
しょう。残念なことに、中谷先生はこの本を出
版されたあと早く亡くなられたようです。

まえに述べたように私は肝炎にかかったこと
があるのでお酒は殆ど飲めません。それで、肝
臓に効くツボにもよく貼って来たのですが、そ
れほど効果は出ませんでした。それで、肝臓の
ことは殆ど諦めていました。30年ほど前のこと
です。長年やってきたヴィオラというブランド
の靴クリームの工場を閉鎖することになったの
で、工場の実験室にあった水晶の研究の測定
器を何台も一人で階下に下ろす仕事を一度にし
てしまいました。ところが、翌日から右の膝が
痛くなってしまいました。膝のまわりに出るツ
ボに米粒を貼って何とか動いていましたが、お
得意さんが教えてくれた整体治療院にいって診
てもらったところ、半月板の軟骨が痛んでいる
のでそう簡単には治りませんよと言われ、遠方

まで通うのは無理なので、米ツブ療法を気長に
やって見ることにしました。

それに自分で作った良導絡メーターで膝の付
近に出る場所に貼りました。たしか、1、2ヶ月
でかなり軽くなりましたが、急な坂を下るとき
にどうも膝に自信がないというか、不安が残り
ました。それから、メーターで探す範囲を広げ
膝の下の方によく出るところにも貼るようにしま
した。ところが、そこが痒くなり始め少し臭い
水が出始めたのです。足首から10センチくらい
上まで手のひらのひろさ一面に経絡とは関係な
いメーターが振れるツボが沢山出て、貼り続け
るうち全体がケロイドみたいな状態になってし
まい、たしかその状態が一ヶ月くらい続きまし
た。そして、膝の痛みは全快し急な坂を下ると
きも全く不安を感じなくなりました。久し振りに
ゴルフに行ったらよい成績だったことを覚えて
います。足がしっかりしたからです。人は足の
方から死んでゆくと何かで読んだ記憶がありま
すが、膝が弱くなるのは体の下の足の方に腎臓
や肝臓で処理しきれない老廃物が溜まるのが原
因だと思います。それが一部にせよ皮膚から出
てしまったので足が若返ったのです。

それからというものは、足のツボを積極的に
探し求め貼るように心がけて来ました。貼った
あとその場所を爪で押して時々積極的に刺激を
与えることも痒みが誘発され良い効果がありま
す。皮膚の位置や乾燥状態によって皮膚の抵
抗レベルは変わるので、その場所や時々に応じ
はっきりツボが分かるようにトランジスターの
2次曲線特性を利用したメーターを作りました。
メーターで調べ、伝導抵抗にハッキリ差が出る
ところを探しそこに貼り、痒いところが出るの
が楽しみになりました。右あばらに出る反応点
に貼ったら肝臓も若い頃より良くなったようで
ビールを飲んで頭が痛くなるようなことは無く
なりました。

この療法の効果で驚いたのは平熱が上がっ
たことです。たしか、70歳近くなって体温（平
熱）が35℃台になってしまったのに気付きまし
た。背骨の両側の心ユ、肝ユ、腎ユなどのツ
ボがメーターで調べるとハッキリでるのですが、
ここにすべて貼ってみることにしました。とこ



もう40年以上前のことですが、テレビのアフ
タヌーンショウで米粒をお灸のツボに貼る治療
法を見ました。この話をされていたのは大阪医
科大学の中谷義雄博士で、京都大学で良導絡
という治療体系を確立され博士号を取られた方
でした。これは面白い、お灸や針と違って熱く
もなく痛くもない。弱い刺激を持続的に与える
だけ、これで効けばこんな良いことはないと思
いました。昭文社から米ツブ療法という本も出
しておられたので早速買い求め、自分の体で確
かめることにしました。

私は、23歳で盲腸炎の手遅れから腹膜炎に
なってしまいました。まだ、ペニシリンが入手
困難の時代でしたが幸い手に入り、それが劇的
に効いて一命を取り止めることができました。
そのうえ、30歳位で流行性肝炎にもかかったの
で虚弱体質になってしまったのです。それで、
健康法にはいつもアンテナを張っていたわけで
す。それから、四十年以上曲がりなりにも健康
で過ごせてこられたのは、色々な健康法をして
きましたが、この米粒の導良絡治療は非常に優
れたものと確信しています。

こんなに良く効いてお金の掛からない治療法
はありません。90歳を過ぎた今、流石に腰が痛
くなって来ましたが米ツブ療法が頼りです。し
かし、腰痛は九州熊本の速治膏という膏薬も交
代に使っています。米ツブ療法は永年続けてき
たので、中谷先生も当時気付かれなかった大切
な治療のコツも発見したのです。しかし、他人
に米粒を貼って効くと云ってもバカにして中々
信じません。それで一文を書いてみることにし
たのです。

中谷先生の良導絡治療法とは読んで字の如
く、電気が流れやすい皮膚の特異点と東洋医学
の経絡との関係を科学的に解析統合し体系化さ
れたものです。何千年もの昔から人類が知って
いた経絡というツボは皮膚の電気の良導点と殆
ど一致していたということは驚くべきことだと
思います。先日何かで読んだ記事で氷河の下端
から現れ出てきた何千年も昔の人体（アイスマ
ン）に入れ墨でツボのマークがしてあったと書
いてありました。経絡の名称は現在では世界保
健機関WHOでも認知されているそうです。

さて、貼るツボの場所ですが、五十肩みたい
な痛いときは、押してみてああここだなと思う
場所もそこに貼っても良く効くそうです。しか
し、私は電気で測りたいので、先ず簡単なもの
をつくりました。250マイクロアンペア程度の安
いメーターと9ボルトの電池と35キロオームの
抵抗をシリーズにつなぎプラス側を長さ10セン
チ位の直径15ミリ程度のアルミパイプ、マイナ
ス側を長さ5、6センチ径6ミリ真鍮棒にテスター
の試験棒の先端を30度くらい曲げてハンダ付け
をして探触子としました。中谷先生は12ボルト
でやっておられましたが9ボルトでも使えます。
プラスのアルミパイプの方を片手で握ります。
探触子の真鍮棒の腹を皮膚にあてて直角方向
に移動しメーターが振れるところで止め、その
まま、棒の方向に移動して振れがなくなった所
で棒を立てその先端で振れの出るところを決め
ます。つまり、面で探し、次に、線上でさがす
わけです。6ミリ径の棒の先端に旋盤でセンター
ドリルで凹みをつけておくと、ツボが分かった
とき皮膚に強めに押し付けると凹んだ痕がはっ
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